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（平成 30年 10月 1日時点；平成 30年度の魚津市の統計より作成） 
 
 図１－３を見ると、昭和 15（1940）年から昭和 22（1947）年にかけて人口が急激に増加

























































































図１－６ 平成 27年度魚津市産業別就業人口 








































１月 16日頃 桃山雪まつり 
１月第４日曜日 小川寺の獅子舞 火祭り 
１月 26日 魚津神社 火祭り 
３月 12日頃 小川寺の獅子舞 春祭り 






８月中旬 ミラージュランド サマーナイト遊園地 
９月中旬 魚津八幡宮献灯みこし祭り 
10月 12日頃 小川寺の獅子舞 秋祭り 



































































































































































































































































































































































































































































































































































町名 性別 ９歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 男女別総計 回答世帯数
男
女
男 2 2 1 3 6 0 5 4 23
女 2 4 0 2 4 3 6 7 28
男 3 3 2 6 3 6 8 4 35
女 3 4 3 3 5 7 9 9 43
男 1 0 1 3 0 4 2 3 14
女 2 0 4 3 1 4 3 7 24
男 2 4 4 1 5 8 2 7 33
女 2 3 3 2 6 4 4 9 33
男 3 2 4 5 2 6 4 8 34
女 0 1 0 4 2 4 4 7 22
男 2 2 6 5 2 5 6 9 37
女 0 4 2 5 6 7 11 10 45
男 1 5 1 7 3 11 5 13 46
女 3 1 4 3 7 9 9 22 58
男 3 5 2 3 4 9 5 7 38
女 0 1 2 4 2 8 8 16 41
男 2 4 3 10 3 7 7 12 48
女 2 1 7 6 4 10 9 23 62
男 6 7 6 16 11 12 18 10 86
女 8 2 7 13 6 17 17 13 83
男 2 3 5 4 4 5 8 8 39
女 3 2 0 3 3 5 6 8 30
男 27 37 35 63 43 73 70 85 433













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































魚津市史編纂委員会、1968 年『魚津市史 上巻』魚津市役所。 
魚津市史編纂委員会、1982 年『魚津市史 史料編』魚津市役所。 
















































番号 名称 詳細 





















































① 川城鉱泉 ○ ○ ○ ○ ― 
② 八つ橋湯 ○ ○ ○ ○ ― 
③ 魚津温泉 ○ ○ ○ × ファミリー
マート 
④ 下田温泉 ○ ○ ○ ○ ― 
⑤ 港湯 ○ ○ ○ × 建物が現存 
⑥ はたち湯 ○ ○ ○ × 駐車場 
⑦ 朝日湯 ○ × × × 月極駐車場 





  写真３－１ 川城鉱泉（①、2004年）    写真３―２ 八つ橋湯（②、2004年） 
  写真３－３ 魚津温泉（③、2004年）   写真３－４ 下田温泉（④、2004年） 





























⑨ 赤川湯 ○ ○ × × 別の建物
に 
⑩ 鶴の湯 ○ ○ ○ × 建物は現
存 
⑪ 平成松の湯 ○ ○ ○ ○ ― 
⑫ 日之出湯 
日の丸湯 































⑬ 経田鉱泉 ○ △（地図から
確認取れず） 
× 別の建物に 
⑭ からつ湯 ○ ○ × 別の建物に 
⑮ 観音湯 ○ ○ ○ ― 





























































































































































































































































































































































list.html〉（2020年 12月 15日閲覧） 
風呂屋の煙突「2004年８月 22日「港湯（富山県魚津市諏訪町）」」
〈http://furoyanoentotsu.com/minatoyuuozu2.html〉（2020年 12月 15日閲覧） 
風呂屋の煙突「2004年８月 22日「鶴の湯（富山県魚津市緑町）」」
〈http://furoyanoentotsu.com/tsurunoyuuozu.html〉（2020年 12月 15日閲覧） 
風呂屋の煙突「2004年８月 28日「日の丸湯（富山県魚津市上村木）」」












































 火災当初は南南西 12 メートルの風があり、出火後４～５分たった午後８時 30 分ごろに
は、500 メートル離れた村木小学校（現在の魚津市立村木小学校〔魚津市村木町１－21〕）
に、さらに 15分後には、火元から 880メートルのカーバイド病院および 1,100メートルの
村木・本新にもそれぞれ飛び火し、新たな火災が発生した。無数の火の粉が飛び散って延焼













































































総 数 1,561 39,889.01 50,162.78 32.7 4,239,497 
専 用 住 宅 871 20,454.38 27,743.68 29.5 1,415,902 
商業併用住宅 228 6,745.53 8,688.14 38.0 1,042,577 
工業併用住宅 13 299.36 387.86 29.8 50,422 
その他併用住宅  8 463.21 741.25 92.7 51,887 
官 公 署  768.50 1069.50 118.5 96,255 
商 業  9 415.09 618.36 68.5 86,570 
工 場 104 5,816.16 6,565.93 63.0 787,917 
倉 庫 194 1,841.59 2,907.83 15.0 436,175 
銀 行 会 社  1 14.00 14.00 14.0 1,960 
そ の 他 124 3,071,19 3,426.24 27.5 239,837 
北陸電力，電電
公社関係 


















































































にして、同年 11月 22日に、その事業認可を得て実地の段階に進んだ。 
 事業費総額は、当初１億 8798万円であったが、その後の物価の変動、事業の一部変更な






これに密接な関連のある非災害地区約３万 5000 坪の計約 18 万 5000 坪（約 60 万平方メー



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 現在、各都道府県が把握している商店街は全国で 14,035 件あり老朽化や後継者問題、消
費スタイルの変化や大型店の出現などにより様々な問題を抱えている。昭和 45（1970）年
から３年ごとに行われている中小企業庁によるアンケート調査では、平成 30（2018）年度
の結果として商店街の平均店舗数が 50.7 店舗、１商店街あたりの空き店舗率は 13.77％（前


































































































































































































店 名 業種（売っているもの） チャレンジショップ期間 
はろうぃん ネイルサロン・古着・雑貨 2001/９/１～2002/８/31 
MY CLOSET オーダーメイド・リサイクル古着 2002/10/１～2003/９/30 
Chocolat 婦人服（ブティック） 2003/11/１～2004/10/31 
（有）タカラ福祉企画 福祉用具販売 2005/12/１～2006/11/30 















































































































































































































魚津市史編纂委員会、1972 年『魚津市史 下巻 現代の歩み』魚津市役所。 








































































年には 270軒あり、人口は男女合わせて 1,750人だった。 
現在の加積地区も農業が続けられており、魚津市ホームページの統計を見ると、平成 27


























数は 12,000本以上で、婦負郡は約 5,000本と全体の 40％近くを占めていた。下新川郡では
3,000本以上、射水郡では 2,400本以上りんごが栽培されていた。大正 14（1925）年頃にな






































樹の本数は、加積地区 60本、天神地区 45本、西布施地区 22本となっている。大正２年の







































 昭和 40（1965）年頃の魚津市内の栽培面積は約 48haとなっており、同年に当時の農林水
産省が実施した農業構造改善事業６）では、この栽培面積を 10年後に 100haにするという目
標が掲げられた。昭和 41（1966）年には六郎丸の一部と袋地区の大型圃場整備が完成し、




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成３（1991）年９月の台風 19 号では「ふじ」の 70％が落果し、倒木も多かった。平成 16










































































































































































































































































































































































































































































































































































































非常に活発となり弟子の育成も進み、大正６（1917）年には製造戸数 59 戸、職工数 105




































































































































た方々の年齢層は 50代から 80 代である。 
 東蔵
と う ぞ























































































































































































































































































































 当時の人口を調べるために明治 41（1908）年の神社明細帳を見てみると、氏子は 45 戸、








社では季節ごとに祭りが行われている。１月１日には初詣の会があり、1 月 29 日には元始





































































































































































































写真 10－６ 雪囲い（雪垣） 

























































写真 10－８ カメムシを捕まえるための道具 











































































































































































































































































































































































































































































































































































    生きていく 
 









   響いてくる 






















































































































写真 11－３ 春祭りで披露された子ども獅子舞の様子（高縁和也さん提供） 
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